
昭和キャンパスの今昔

1948(昭和23)年頃
創立5年目

木造の本館ができ、ようやく学校らしくなった。

とくに創立期の思い出
（平成18年12月現在）
編集：田所作太郎
（昭和24年卒）

群馬大学医学部

200５（平成1６）年頃

平成19年9月27日
於群馬大学医学部同窓会館

→講義棟
ようやくできた階段教室は
隙間風が寒かった。外套
の襟を立て襟巻きをしたまま
講義に耳を傾けた



1943～2007 （63年の歴史）

前橋医学専門学校→
昭和18年～26年

前橋医科大学→
昭和23年～29年

群馬大学医学部
昭和24年～現在

太平洋戦争の真最中、速成軍医養成を目的に、当時の官立医専第一号として、前橋工業学校
の新校舎を流用して前橋医学専門学校が創立された。それが現在の医学部の母体となった。
昭和18～20年入学の学生は徴兵逃れの目的が多かったので競争率は熾烈であった。
私たちのクラスでは全国的に8人の教授が誕生した。



群馬大学医学部創立以来の歴史は
20年の歩み
30年の歩み
目で見る40年の歩み
群馬大学医学部50年史 等に

克明に残されている。

特に３０年史は柴田勝博名誉教授および繁山作太郎
元事務長によって、正確な資料に基づき編集された
貴重な記録で、その後の医学部史編集の基になった。
４０年および５０年史は伊吹玲人元産婦人科教授の
努力に負うところが大きい。

いずれも刀城クラブの支援によって
発行されたものである



「群馬大学医学部二十年の歩み」に
川合貞郎名誉教授が寄稿された記
事の一部です。（昭和38年10月）

「校舎になるべき既設の建物が二階建て
一棟しかないことがわかり、あまりに小さ
いのにほんとうにびっくりしてしまった」
「遠い昔はいざ知らず、おそらく世界一
小さな医学校であったろう」

開校式は昭和18年5月10日でした
教授は皆30歳前半の新進気鋭の若者。
創立期に最初から教授で就任した先生の
うち生存者はついに柴田勝博名誉教授
のみになってしまいました

５２歳
43年前



昭和18年頃の昭和キャンパス
周囲には何の建物もない
田圃の中にぽっつんと立っている
バラックのような学校

昭和23年頃の昭和キャンパス
ようやく木造の本館ができた。
しかし周りには建築物も立ち木もない

（58年前）

私たちは萩町養心寮（63年前）から
敷島小学校の前を通り、この斜めの
道を毎日ぞろぞろと通った。隣はマルト
という製糸工場（現エメラルドビル）で
女工さんが覗き、我々の品定めをして
いた。若い男が少ない戦時中のことで
あった。



昭和キャンパスを榛名山方向に望む。 国道17号、群大前の通り、利根川が見える
榛名山の形だけが同じである。 60年の歴史の重み。 （平成16年頃）

さて昔の昭和キャンパスと最近の姿とを較べるとどうでしょう
変わらないのは榛名山や浅間山だけです

利根川

国道17号

医学部

附属病院

敷島公園

榛名山浅間山

刀城会館



緑の絨毯のような校庭、一面クローバーの草原であった

ここで毎日軍事教練がおこなわれた。（63年前のことです）
其の上、毎日耐え難い空腹感に襲われた。

基礎の教室は２階にあり、雑居状態であった。例えば、病理学教室は２階中央の一室を衝立で仕切り薬理学教室と同居していた。

緑濃き校庭には医専学生が昼休みを楽しんでいるが、授業は8時～17時まで、月月火水木金金で、夏休みは僅かに2週間



前橋医専学生
萩町養心寮前で
昭和19年

40年後の二人（昭和59年）
左：田所作太郎 群大教授
右：関本 博 金沢医大教授(故人）

年月の経過を顧みると夢のようです全クラスが養心寮に入れられ軍隊
さながらの生活を強制された。
制帽は戦闘帽に二本の赤線が
入り、制服は国民服であった。

田所 関本



昭和19年には川合・柴田両教授が出征され、東大や千葉大から講師が来ました
お二人の先生は創立時から学校建設に情熱を燃やした医学部の主です。
柴田勝博先生は今も健在です 挙手の礼をする川合先生の珍しい姿です

若い頃のお二人の出征姿です
左 柴田薬理学教授
右 川合病理学教授

（62年前）

33歳33歳



昭和20年8月５日米軍空爆によって焼け野原に化した前橋市内、真ん中に中央前橋駅が見える
赤城山が丸見えになった。 前橋医専校舎は病院の一部が焼けたがほとんどが残り、負傷者が集まった。

中央前橋駅

市街地

赤城山



昭和20年8月５日、米軍空爆で焦土と化した前橋市内

旧麻屋デパート

国道50号



石原 忍医専校長

石原 忍先生と学生たち。運動会にて。
１９４４（昭和19）年

陸軍軍医少将で威厳と貫禄があった。
色盲表の創案者でも有名
「養心研学」の額が刀城会館にある。
昭和3７年（？）逝去



後列左より： 佐藤、繁山、七条、幡野、柴田、松村、岡村、松本、立石、大根田、菅野
前列左より： 新島、山崎、北川、石原忍、石原恵三、清水、山本、柳沢

石原 忍校長送別会
昭和21年3月、 群馬会館



戦中・戦後には参考書が手に入らなかった。幸いKlinische Diagnostik（G.Klemperer)
の海賊版(上海版)を手に入れ夢中で読んだ。国試もこのお陰で合格できた。



戦中・戦後の講義はドイツ語交じり日本語で行われ、カルテもすべてドイツ語で記載した。



昭和21年1月、戦地から帰国された川合先生から病理標本の検鏡法を教わりました。

前橋医専学生の病理標本実習

顕微鏡はスンプ製で単眼でした。
私たちは病理学のほか川合先生からはドイツ語も教わりました

顕微鏡実習はとても楽しくしく、夏休みや冬休みにも勉強させてもらいました
（川合先生 37歳、58年前）



前橋医学専門学校と前橋医科大学二つの看板がかけられた
昭和2３年の頃

正面玄関前のヒマラヤシーダーは現在はキャンパス一の大木になっている



前橋気象台からみた本館
道路沿いには建物が全くない頃からぼつぼつ賑やかになった頃

• 昭和24年卒 田所作太郎

昭和25年（創立7年）
大学前の道には建物が全くない

昭和38年（創立20年）
ようやく鉄筋コンクリートの病棟ができた
大学前の道には建物がぞくぞくできた

→
鉄筋の建物ができたと
喜び合った（病棟）



懐かしい病院通りの銀杏並木
（昭和58年頃）

昭和１８および19年、学生たちが現文京町
の畑から下駄履きで、がらがらと若木を担い
できた。将来の並木を夢見て植えたが
何度か枯れてしまい植え替え、大きくなった。
現在解剖実習室前の銀杏の大木は当時
余った若木を植えたものである。



銀杏並木（昭和24年卒業記念樹）は
昭和63年4月4日突然何の予告なしに
ブルトーザーが入り伐採された。
病院新館新築工事のためであると言う。

同窓会は強く抗議し、工事は即時中止
された。
以後銀杏は御神木といわれた。
伐採後は記念の門標やまな板になり
同窓生に分けられた



昭和キャンパスの緑化は最初学生の手で行われた（前橋医大第2回生）
１９４９（昭和24)年頃、旧岩鼻火薬所（現群馬の森公園）に樹木を取りに行き、キャンパスに植樹した

西学長



群馬大学初代学長

学長室の西成甫先生
1947(昭和22)～1964(昭和39)年
1978(昭和53)年8月逝去 享年93歳
解剖学者、エスペランティスト

昭和35年頃

チョロリと猥談をして
にっこりと笑った
実に庶民的な先生だった

上州の山が好きだった
万座温泉にて

敗戦で希望を失った学生は
この言葉に勇気づけられた



西 成甫先生骨格標本除幕式と滝沢安子吉名誉教授
1979(昭和54年7月、於基礎講義棟）

葬式をしてはいけない。遺体は標本にせよとの先生の遺言があった。
同窓生は黒檀の安置箱を贈った。現在この標本は東大にある。



創立期における最初の附属病院（国領町にあった）
１９４８（昭和23）年頃の写真、もと厚生（組合）病院（現在群中病院）
後に看護学校、現在公務員宿舎



昭和29年頃の昭和キャンパス。 消失前の木造の病院本館が見える
群大前の道路には家が一軒もない

附属病院

医学部 運動場

蚕糸試験場

群大本部

研究棟

図書館

病棟



焼失前の附属病院本館 藤棚があり、車回しまでバスが乗り入れていた
１９５５（昭和30）年頃



無残にも焼け落ちた附属病院本館 １９５７（昭和32）年3月17日

群大名物焼き饅頭と言われたほど火事が多かった。木造構造の宿命であり、コンクリートの
建物が増えるとともに火災は少なくなった。



創立10周年の教授 前列左より、伊東、柳沢、石原、西（学長）、梅沢、山崎、北川
2列左より： 繁山(事務長）、青木、伊藤、大根田、七条、松村、稲見、山本(郁夫）、布施、金谷（会計課長）
3列左より： 滝沢、柴田、井関、川合、松本、山添、山本(清）
医学部本館前（木造）にて



医学部同窓会の独立

• 昭和30年代後半、石原恵三医学部長によって北関東医学会の中に同窓
会を組み込む提案があった。同窓会における審議は断固この提案を拒
絶することにかたまり、田所が代表で北関東医学会の評議員会に出席し
その旨を答えた。医学部長は「正に親の心子知らず」と嘆いたが、これが
同窓会の完全独立の端緒となった。

• さらに当時刀城クラブは同窓会と学友会の二つで構成されていたが、同
窓会の独立とともに学友会とは分離し、刀城クラブは同窓会の別称と
なった。田所が同窓会長のときであった。（昭和39年）

• その後、教授選考をめぐり医学部教授会と鋭く対立することになり、当時
の同窓会役員は恩師で固められた教授会との折衝に苦慮した。

• 教授会との対立は、同窓会会員の中からが複数の教授が出現するまで
続いた。



刀城クラブ会報の創刊
1955(昭和30)年6月20日

すでに200号を越す！

題字は西学長の書



医学部歴史上最大の失敗！
（昭和43年、薬学部事件）

昭和39年概算要求として薬学部新設を要求
昭和42年薬学部設置準備委員会発足
薬学部設置準備委員会：定員80名、学科目、
教員組織、授業科目、校舎等審議決定
昭和43年医学部に薬学科新設。定員40名の内示あり
医学部教授会はこの案に一旦賛成することに決定
昭和43年10月の医学部教授会で突然反論がでた。

（医学部長：山崎順教授）

医学部の新講座認可が遅れる
医学部の発展が阻害される
医学部と別枠で予算がくるのか？
医学部の犠牲が多く、教官、事務官の負担増
医学部全体の要求が切られる 等々

上記の意見を考慮して教授会は再投票し、
否１７票、白紙３票で拒否を決定→その結果
文部省からは見放され
県とは絶交状態になり
市民、県民の支持を失う
その損失は計り知れず
群大に便乗して薬学部を要求した岡山大と広島大は
内示を飲み、現在薬学部が存在している。



思い出深き木造講堂と学生ホール

木造講堂 学生ホール（学生のたまり場）

式典、講義棟、ダンスホール
柔剣道場、宴会、なんにでも

使われた 昭和49年頃

（１９７５（昭和50年）取り壊し）

昭和32年頃



１９８３（昭和58）年頃の昭和キャンパス
創立40年

国道17号

附属病院

医学部

赤城山

体育館



空から見た現在の昭和キャンパスを中心にした風景
赤城山を望む方向

大発展した群馬大学医学部 2004(平成16)年頃



現在の昭和キャンパスのクローズアップ
医専時代にはこの姿は正に夢で、だれも想像できなかった
現在の姿の背後には営々と努力され諸先生の面影がある

平成16年撮影

附属病院

基礎研究棟

臨床研究棟

保健学科

動物実験施設

生体調節研

外来棟

刀城会館



ご清聴ありがとう存じます

おわり
石原 忍先生
初代 前橋医専校長

西 成甫先生
二代前橋医専校長
初代群大学長

La Fino


